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の総合大学の理工系研究室であり、調査は２つの研究室の日本人構成員と留学生に対して 2004 年１月から 2005 年６
月に定期的・継続的なインタビューという形式で実施された。フィールド２は、関西の私立大学学部の大学生および
交換留学生を対象としている。大学の現場における日本人学生と留学生の対話の場を創るために、筆者が企画運営を
行い 2001 年５月から 2003 年 12 月まで実施された交流実践のうち、2001 年５月から 2002 年２月までの相互行為の
記録をデータとした。また、日本人学生と留学生双方の感想文も分析対象とした。フィールド３の対象は、大阪府下
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ることが実証的に観察されたものの、根底には根強く存在することもまた確認された。第６章は、主にフィールド２
の交流実践参加者の相互作用を Goffman（1981）の参加の枠組み、産出フォーマット、フッティングの概念を用い
て詳細に論じ、学内外での体験を重ねることによって、話題に登場するフィギュアの変化、および、各参加者がプリ
ンシパルとして意見を述べあう関係性へと参加の枠組みが変化し、学生/司会役/若者同士としてのフッティングがダ
イナミックに絡み合って相互行為が進むようになったことを明らかにし、交流実践活動の可能性を示唆した。第７章
では各フィールドで得られた結果の共通性と個別性を指摘した上で、根強い「ホスト－ゲスト」関係性を崩すための
方策を検討することが必要であり、どの現場にもコーディネータ的な存在とその養成が不可欠であると論じた。 
 対象としたフィールドの多様性、および、数年にわたる時間経過に伴って生じる参加者間の関係性の変化と変化を
もたらす気付きを詳細に分析した本研究は、この分野において類を見ない力作である。方法論的には、意識の変化と
相互作用データ双方から「変化」を検証すれば説得力が増したと思われるが、フィールドの特性を生かした分析は専
門を異にする読者にも興味深く、示唆に富む。今後、本研究から得られた知見を、提言としてより明確な形で示すこ
とによって、外国語学習を含め異文化接触場面において実践に携わる人々に還元されることが期待される。 
 以上のように、本論文は博士（言語文化学）の学位論文として十分価値あるものと認められる。 
